
1 

 

○令和元年度事業内容 

① 総会 
令和元年度総会 

日時：令和元年 6月 2日（日）午前 10時～ 

場所：和泉市人権文化センター１階大集会室 

議題 1.平成 30年度事業報告 

   2.令和元年度事業計画 

 

② 企画運営会議 

回 日時 / 場所 主な議題 

第１回 日時：令和元年 

10月 18日（金） 

9：30～11:30 

場所：和泉市コミュニ

ティセンター１F

大集会室 

議 事 

（１）総会協議事項についての振り返り 

報告事項 

（２）7月～10月の活動報告 

1) 活動概況報告 

2) 個別活動報告 

① 環境保全活動 

② 保全活動ミーティング 

③ 信太山里山講座 

④緑の自然観察会 

⑤湿地保全調査 

⑥広報ＰＲ 

協議事項 

（３）公園整備計画 

1) 今年度の整備計画 

2) 利用形態に基づく各施設の検討 

     ① 活動拠点施設 

     ②トイレ 

（４）市道信太5号線関連（ロードキル対策施設） 

第２回 ※新型コロナウィルス

による感染症の拡大

防止のため書面開催 

 

令和 2年 3月 19日(木) 

文書送付 

   27日(金) 

回答締切 

 

議 事 

報告事項 

（１）令和元年度和泉市信太山丘陵市有地公園協議会活動報告 

協議事項 

（１）開園前の利用（暫定利用）の開始について 

（２）第 1期開園について 

（３）活動拠点施設の配置について 

（４）2020 年度の保全活動ミーティングと事業･計画ミーティン

グの取組について 

・参考資料１ 個別活動報告資料 

・参考資料２ 事業・計画ミーティングで使用した資料 

資料- ２ 
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③ 利用調整会議 

１）利用調整会議  

※7月以降は、保全活動ミーティングと事業・計画ミーティングになった。  参加人数、団体、場所および内容については以下のとおりである。  
実施日 実施場所 参加人数 団 体 内 容 

H31.4.20(土) 

13：00～ 

15：00 

信太山丘陵 

里山自然公園 
 10 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・今年度の保全活動計画の確認 

・里山講座内容について など 

 

R 元.5.6 

(月・祝) 

13：00～ 

15：00 

  同 
 

 15 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・いずみ環境くらぶ 

・今年度の保全活動の確認 

・里山講座スケジュール 

・一部開園 

・セルフガイドブックについて 

など 

R 元.6.2(日) 

15：00～ 

16：00 

  同 17 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・ガールスカウト大阪府第 28 団 

・次回の保全活動の確認 

・道づくりの階段設置場所の確

認など 

 

 

 

  ２）保全活動ミーティング 

参加人数、団体、場所および内容については以下のとおりである。（活動時間 ;12：45～14：45 ）   

実施日 実施場所 参加人数 団 体 内 容 

R 元.7.20(日) 

 

信太山丘陵 

里山自然公園 
8 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・いずみ環境くらぶ 

①草原の環境に生息するジャノメチョウの

生態に合わせた草刈り 

②参加しやすい保全活動ミーティング 

③道づくりにおける階段整備 

R 元 9.1(日)   同 10 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・ガールスカウト大阪府第 28 団 

①道づくりにおける階段整備の具体化 

②活動時におけるトイレの確保 

③11 月からの環境保全活動開始時間 

 の変更 

R 元.10.6(日)   同 13 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

①今後の保全活動（午後の活動） 

②保全活動 M の進め方 

 

R 元.11.3(日) 
  同 

 
15 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・ガールスカウト大阪府第 28 団 

①今後の保全活動 

②都市緑化フェアを終えて 

③大阪自然史フェスティバル 

④道づくり 

R 元.12.1(日)   同 19 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・ガールスカウト大阪府第 28 団 

①今後の保全活動 

②自然観察会 

③スケジュール、自主活動 

 

R2.1.5 (日)   同 10 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

 

①今後の保全活動（午後の活動） 

②保全活動ミーティングの進め方 

R2.2.2 (日)   同 14 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・ガールスカウト大阪府第 28 団 

 

①今後の保全活動 

②自然観察会 

③スケジュール、自主活動 

 

R2.3.3(日) 

 

  新型コロナウィルスの感染拡大防止のため中止 
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３）事業・計画ミーティング 

令和元年度 7月以降、計３回実施した。 

参加人数、団体、場所および内容については、以下のとおりである。 

実施日 実施場所 参加人数 団 体 内 容 

R 元.9.16 

 (月/祝) 

信太の森 

ふるさと館 

17 

 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の 

自然館クラブ 

 

・令和元年度の整備計画について 

・施設計画（活動拠点施設、トイレ）について 

 

・市道信太 5 号線関連 

R2.1.10 (金) 和泉市役所 
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・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の 

自然館クラブ 

・暫定利用エリア及び第１期開園エリアに 

ついて 

・施設整備計画について 

・整備スケジュールについて 

R2.1.17 (月) 和泉市役所 12 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の 

自然館クラブ 

 

・第 2 回事業・計画ミーティングの振り返り 

・暫定利用エリアについて 
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④ 環境保全活動 

参加人数、団体、活動場所および活動内容については以下のとおりである。 

時間;4月～10月 9:00～12:00 

      6月  13:30～15:00  

   11月～ 2月 10:00～12:00   
実施日 活動名称 参加人数 団 体 活動場所および活動内容 

H31.4.20（土） 
第 41 回 

保全活動 
32 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・学生（泉大津高校） 
 

①南西側草原エリアのアメリカオニアザ

ミの駆除 

②竹林エリア付近の山道のネザサ等の

草刈と雑木の伐採 

R 元.5.6 

  （月/祝） 
第 42 回 

保全活動 
52 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・いずみ環境くらぶ 

・学生（泉大津高校、近畿大学） 

①尾根筋草原エリアのネザサ刈などの

草刈 

②竹林エリアのハチクの間伐 

 

R 元.6.2(日) 
第 43 回 

保全活動 
43 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・学生（泉大津高校等） 

・ガールスウト大阪府第 28 団 

①増田先生、藤原先生、田丸氏、三輪

氏による信太山の自然に関するレク

チャー 

②道づくりの階段設置場所の確認 

R 元.7.20(日) 
第 44 回 

保全活動 
43  

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・学生（泉大津高校、大阪府立大学） 

①南西側草原エリアのネザサ刈 

などの草刈 

②信太 5 号線沿いの美化活動 

R 元.9.1(日) 
第 45 回 

保全動 

 

36 

 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・里山講座受講生 

①南西側草原エリアのネザサ刈 

などの草刈 

②緑の自然観察会の観察ルートの草刈

り 

R 元.10.6(日) 
第 46 回 

保全活動 
24 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・学生（泉大津高校等） 

①南西側草原エリアのネザサ刈 

などの草刈 

②メリケンカルカヤの除草 

R 元.11.3(日) 
第 47 回 

保全活動 
37 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・いずみ環境くらぶ 

・学生（泉大津高校等） 

①南西側草原エリアのネザサ刈 

などの草刈など 

 

R 元.12.1(日) 
第 48 回 

保全活動 
28 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・いずみの環境くらぶ 

・ガールスカウト大阪府第 28 団 

 

①南西側草原エリアのネザサ刈 

などの草刈など 

 

R2. 1. 5(日) 
第 49 回 

保全活動 
36 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

 

①南西側草原エリアのネザサ刈 

などの草刈 

 

R2. 2. 2(日) 
第 50 回 

保全活動 
39 

・ＮＰＯ信太の森ＦＡＮクラブ 

・ＮＰＯいずみの国の自然館クラブ 

・学生（泉大津高校等） 

①尾根沿い草原エリアのネザサ刈 

などの草刈 

 

R2. 3. 3(日) 
第 51 回 

保全活動 
   新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止   
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⑤ 信太山里山講座 
１）スケジュール 

 日 時 テーマとねらい(内容等) 講 師 

（
必
修
） 

基
礎
講
座 

R元年 

8月 4日 

（日） 

10:00～ 

15:00 

開会オリエンテーション等 

 開講式、挨拶、趣旨説明 

講座：「里山自然公園について」 ～里山の楽しみ方～ 

・公園として保全・活用する信太山丘陵市有地の経緯や公園の

理念・方針などについて理解してもらう。 

・信太山丘陵市有地の里山環境の概要について理解し、公園づ

くりのためには継続して人の手を入れる必要性がある 

・保全活動のための湿地とふれあう際の心がけ 

 

(進行:事務局等) 

 

藤原 宣夫氏 

大阪府立大学大学院 

教授 

 

 

（
必
修
） 

実
践
学
習 

R元年 

12月 1日 

（日） 

10:00～ 

12:00 

 

『保全活動の実施について』 

信太山丘陵の自然環境や里山的環境の保全についての説明や 

外来種や希少な植物、危険な生き物などの公園づくりの基礎

と安全管理を学ぶ、先進的に里山活動を行っている事例を見

学し、公園づくりの技術やノウハウを学ぶ。  

 

『公園づくりの基礎と安全管理を学ぶ』 

公園づくりのための具体的な作業を体験してもらうことで、 

活動の意味や安全確保のポイントなどを理解してもらう。 

 

田丸 八郎氏 

NPO信太の森 FANクラブ 

 

 

三輪健一郎氏 

NPOいずみの国 

自然館クラブ 

（
選
択
） 

自
然
観
察
会 

R元年 

9月 16日 

（月/祝） 

10:00～ 

14:00 

 

・信太山丘陵里山自然公園及び惣ヶ池湿地の植物や生き物につ

いて学ぶ。 

NPO信太の森 FANクラブ 

 

NPOいずみの国 

自然館クラブ 

R2年 

2 月 23 日

（日/祝） 

10:00～ 

12:00 

 

・信太山丘陵里山自然公園の代表的な希少生物であるカスミサ

ンショウウオについての惣ヶ池湿地における生き物調査。 

NPO信太の森 FANクラブ 

 

NPOいずみの国 

自然館クラブ 

（
選
択
） 

事
例
見
学
会 

R元年 

10月 22日 

（火/祝） 

10:00～ 

15:00 

・先進的に里山活動を行っている事例を見学し、公園づくりの 

 技術やノウハウを学ぶ。 

・里山の保全活動 

         候補地（孝子の森;大阪府泉南郡岬町） 

 

 

みさき里山クラブ代表 

 

 

自
然
ク
ラ
フ
ト
実
践
学
習
（
選
択
） 

保
全
活
動
及
び 

R元年 

11月 3日 

（日/祝） 

10:00～ 

12:00 

 

・信太山丘陵里山自然公園のツルを利用したツルかごの作製 

 を行った。 

 

 

協議会員 

 

R2年 

2月 2日 

（日） 

10:00～ 

12:00 

 

・信太山丘陵里山自然公園の竹を使用し、掲示板を作製した。 

  

 ガールスカウト 

  大阪府第 28団 
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２）信太山里山講座チラシ 
 （表面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （裏面） 
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３）信太山里山講座の実施報告 
 

(1) 基礎講座〔必修〕 

○日 時：令和元年 8月 4日(日)  13：00～15：00 

○場 所：和泉市コミュニティセンター  

○受講生：参加者 32 名（里山受講生 10名、協議会員 14名、事務局 8名） 

○内 容：・オリエンテーション 

・講義：テーマ「里山自然公園について～里山の楽しみ方～」 

公園として、保全・活用する信太山丘陵市有地の経緯や公園の理念・方針、 

また、信太山の里山環境の紹介や保全上の問題等について説明があった。 

○講 師：藤原 宣夫氏 （大阪府立大学大学院 教授）  

 

    

 

    

           

   
 ○スタッフ資料 

［スタッフタイムテーブル・役割分担］           ［準備物一覧］ 
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(2) 自然観察会(緑の自然観察会)〔選択講座〕 

  ○日 時：令和元年 9月 16日（月/祝） 10：00～12：00 

  ○場 所：信太山丘陵里山自然公園 

  ○受講生：参加者 55名（一般参加者 38名、里山受講生 4名、協議会員 13名） 

  ○内 容：参加者をＡ～Ｄ班の 4班に分け、南西側草原エリア、惣ヶ池湿地を回った。 

       講師は、昆虫や植物の解説パネルを提示し説明を行った。 

○講 師：協議会員 

                   

    

(3)事例見学会〔選択講座〕 

○日 時：令和元年 10月 22日(火/祝) 10：00～14：00 

○場 所：大阪府泉南郡岬町 孝子の森  

○受講生：参加者 39名（里山受講生 6 名、協議会員 33 名） 

○内 容：・「みさき里山クラブの運営について」 

          ・「クラブの沿革及び立ち上げ当初の事等について」 

    里山の保全活動や維持管理方法、管理運営体制の説明を受けた。また、展望台や

アスレチックなど、現地の案内により信太山の参考とすることができた。 

○講 師：・福永 恭啓氏 

     ・徐 氏    
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○里山講座（孝子の森 事例見学会）感想      

  

・アスレチックや料理（焼いたり煮炊きする）しているところが良かった。 

・60万円かかった展望台を作ったり、子どものブランコがあったり、平均台やシーソーも良かった。

子どもが遊んでいる姿がよい。 

・資金がないという話しで、資金の捻出の仕方があるのではないかと思うので、開園を待たずにハウ

スやトイレを建ててほしい。 

・山野草や野菜、木を切る人などボラティアとしてあるべき姿であると思う。 

・山ならではのツリーハウスなど、子どもの頃には秘密基地などはあこがれていたので、 

取り入れていきたい。これからの若い世代にきっかけづくりをしていきたい。 

・個人がやりたいことをだしていくことの環境づくりをしたい。 

・展望台もあるので、宴会などもしてみたい。 

・正しい里山クラブのあるべき成功事例だと思う。自由なところも良いし、制約なしで良いのだろう

が、信太山は都市公園法や基準法もあるので、少しでもこの形に近づけていきたい。 

 （見本となっている） 

・ボランティアとしてあるべき姿に思う。 

・年齢が高いけれど、皆さんいきいきしている。 

・楽しむというきっかけづくりがよかった。 

・楽しくわきあいあいで、得意分野を役割分担している。 

 

 

  

   

 

 

展望台                焼き芋づくり 

 

 

 

 

 

みんなで昼食           ミーティング 

 

 

 

 

 

                   アスレチック 

 

 

 



11 

 

(4)保全活動及び自然クラフト実践学習〔選択講座〕 

  ○日 時：令和元年 11月 3日（日/祝） 10:00～12:00 

  ○場 所：信太山丘陵里山自然公園 

  ○受講生：参加者 9名（里山受講生 5名、協議会員 4名） 

○内 容：信太山丘陵里山自然公園のツルを利用したツルかごの作製を行った。 

 ○講 師：協議会員 

 

         

  
(5)実践学習〔必修講座〕 

○日 時：令和元年 12月 1日(日) 10：00～12：00 

○場 所：信太山丘陵里山自然公園  

○受講生：参加者 9 名（一般参加 4 名、協議会員 5 名） 

○内 容：①保全活動について 

     ②公園づくりの基礎と安全管理を学ぶ 

 器具や機械の安全な使い方についての説明を行い、その後、参加者が実際に 

刈払機を使う体験を行った。 

○講 師：①協議会員 田丸 八郎氏（NPO信太の森 FANクラブ） 

②協議会員 三輪 健一郎氏（NPOいずみの国の自然館クラブ） 
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(6)保全活動及び自然クラフト実践学習〔選択講座〕 

○日 時：令和 2年 2月 2日(日/祝) 10：00～12：00 

○場 所：信太山丘陵里山自然公園  

○受講生：参加者 18名（一般参加 11 名、協議会員 7 名） 

○内 容：竹の間伐材を使ったサインボードづくり 

○講 師：ガールスカウト大阪府第 28団 

 

     

 

 

 

(7) 修了証書の授与 

修了証書は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の影響により修了式は行わず、 

   3月末に和泉市より全受講生に対して郵送にて届けた。 
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⑥ 自然観察会 

 1)「緑の自然観察会」 

 

 

 

 

場所 

信太山丘陵里山自然公園、惣ヶ池湿地 

 

日時 

2019.9.16（月/祝）  

10：00～12：00      

参加人数   

一般参加者 38名 

協議会員 13名 

里山受講生 4名 

主催                 講師 

信太山丘陵市有地公園協議会    いずみの国の自然館クラブメンバー 

信太の森 FANクラブメンバー 

 

実施概要 

・参加者をＡ～Ｄのグループの班分けを行い、班ごとに講師を配置し、南西側草原エリア、惣ヶ池湿地、

尾根筋草原エリアの 3 コースを順番に回った。 

・この観察会で確認された昆虫や植物の中で、大阪府レッドリスト 2014に指定されているものは 

 以下の通りである。(リストは次頁以降に掲載) 

昆虫：ニホンアカガエル（絶滅危惧Ⅱ類）、ヒメアカネ（準絶滅危惧） 

  植物：コバナノワレモコウ（絶滅危惧Ⅰ類）、コモウセンゴケ（準絶滅危惧） 

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

ムカゴニンジン 

キキョウ 

ニホンアカガエル 

ジャノメチョウ 
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2)「生きもの観察会」カスミサンショウウオの卵のう調査 

 

  日時：令和 2年 2月 23日(日) 10:00～12:00   

場所：信太の森 惣ヶ池湿地 

            

 ※新型コロナウィルス感染症拡大防止により中止 

 

  

   

    

 

 

 

 

 

⑦ 湿地調査（パワーポイントで説明） 
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⑧ 広報活動 

   公園づくりのパートナーや開園後の公園利用者を増やすことを目的に市のイベント等に

おいて、ＰＲブースを設置し、和泉市信太山丘陵里山自然公園に関するプロモーション活

動を行った。 

 

１）いずみいのちの森 The Final＆都市緑化フェア  

   日 時：令和元年 11月 2日（土） 10時～15時 

   場 所：黒鳥山公園 

     主 催：いずみいのちの森実行委員会、都市緑化フェア実行委員会 

内 容：信太山丘陵里山自然公園および活動の紹介を行い、里山講座募集のチラシ 

       と公園紹介チラシを配布して里山講座などのＰＲを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシ表 
チラシ裏 
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 本協議会ブース 

 会場の様子 
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２）大阪自然史フェスティバル 2019  

   日 時：令和元年 11月 16日（土）～17日（日） 9時 30分～16時 30分  

   場 所：大阪市立自然史博物館 

   主 催：認定特定非営利活動法人大阪自然史センター、大阪市立自然史博物館、 

        関西自然保護機構 

内 容：自然関連のサークル、地域の自然保護団体などが活動を紹介し、交流を深め、 

大阪の自然の現状や自然に関わる活動の楽しさを知るイベントである。 

本協議会ブースは信太山丘陵里山自然公園および活動の紹介パネルを掲示し、ツ

ルで作ったクラフトなどを展示するとともに保全活動の紹介チラシと併せてＰ

Ｒを行った。また、他団体との交流により多くの団体や来場者に当該公園や活動

概要をＰＲすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシ 
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 本協議会ブース 

 会場の様子 
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⑨ 公園整備計画 

１）開園前の利用（暫定利用）と第１期開園について 

①開園前の利用（暫定利用） 

○暫定利用の開始時期 

「北東エリア、南西エリアの暫定利用の開始時期を 2021年初夏とする」 

2021年初夏から対象区域が開園されるまでの期間、本公園の自然環境や環境保全活動を

知ってもらうことにより、本公園への理解を深め、活動への参加者を増やし、活動をよ

り活性化させることを目的として暫定利用を予定する。 

○暫定利用の場所と方法 

「北東エリアの暫定利用の方法は許可制とする」 

暫定利用の場所は北東エリアと南西エリア（下図「エリア区分図」参照）とし、利用は

主に山道を使ったガイドウォークや、草原、樹林地での自然観察会などをイメージして

いる。 

なお、北東エリアについては、暫定利用を希望する団体、個人の申請に対して市が許可

を出す許可制とする予定。 

②第１期開園 

○第１期開園の場所と時期 

「2024年度に南西エリアを開園し、北東エリアは暫定利用を継続する」 

2024年度に南西エリアを第１期開園区域として開園する予定。 

開園区域では園路や草原などを利用したガイドウォークや観察会などの自然体験や環境

学習に加えて、園路を利用した散策やランニング等憩いの場として利用することができる。 

北東エリアについては、引き続き許可制の暫定利用の対象区域とする。 

○開園までに整備する施設 

第１期開園までに、活動拠点施設、南西エリアの園路、あずまや、駐車場、柵、サインを

市で整備する予定。 

［エリア区分図］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

北東エリア 

南西エリア 
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［第１期開園までに市が整備する施設の平面図］ 

S=1/2000 

第１期開園区域 

凡 例 

立入り防止柵 

立入り抑制柵 

全体案内サイン 

活動拠点施設 

園路（主園路） 

あずまや 

駐車場 

解説サイン 

誘導サイン 

公園銘板 

雑木・ツツジ低木林 

トンボ池 

雑木・ツツジ低木林 

草原 

竹林 

スミレの小径 
展望場

所 

ツツジ低木
林

草原 

草原 

広
場 

活動拠点施設 

駐車場 

あずまや 

解説サイン 

誘導サイン 立入り抑制柵 

全体案内サイン 

公園銘板 

広場 

立入り防止柵 
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２）活動拠点施設の計画について 

(1)活動拠点施設の配置 

公園入口からの利便性、草原との連続性や一体的な利用などを考慮し、下図の位置に活動

拠点施設を配置する。 

活動拠点施設北側の谷空間は、現況のコンクリート殻等を撤去処理した上で、地形と現況

樹木を活用した子ども達の遊び場（冒険広場）として活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○将来の検討案 

活動拠点施設に隣接した物見台（展望施設）や、北東エリアに繋がる空中回廊について、

将来検討案として話し合っていくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草原との連続性 一体的な利用 
谷との連続性 

ト テラス 冒険遊び場 ﾂﾘｰﾊｳｽ等 多目的室 活動拠点施設 

見晴台 活動拠点施設 空中回廊 
冒険遊び場 ﾂﾘｰﾊｳｽ等 

［活動拠点施設配置計画平面図］ 

［将来検討平面図］ 
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(2)活動拠点施設の間取 

活動拠点施設の間取について、事業･計画ミーティングや企画運営会議において下記の

間取案について検討した。（建築面積：約 180㎡） 

活動拠点施設の間取については、今後も継続して検討していくこととした。 

［活動拠点施設間取検討案］（参考資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)活動拠点施設の建築デザインの方向性 

・里山自然公園の緑が豊かな環境や風景に馴染む建築デザインとする。 

・木や土などの自然素材を用いた建築とする。 

［参考事例］ 

 

 

〇間仕切りで変化する多目的室、屋外と繋がるテラス  

倉庫 

(外) 

倉庫 

(内) 

トイレ 

(男) 
(女) (多目的) 

事務スペース 

多目的室 入口 

エントランス 

スペース 

テラス 

屋外との連続性 

・多目的室、事務スペース、エントランススペースは一つの大きな部屋の中に配置する。 

・多目的室は可動式の間仕切りで部屋の大きさを変化させて、多様な規模の利用に対応する。 

・軒の深いテラスが多目的室（屋内）と草原や広場（屋外）を緩やかにつなぐ。 

0  1      5ｍ 

広場や草原と一体的な利用を可能

にする軒の深いテラス。 

約 14.4ｍ 

約 12.6ｍ 

約 7.2ｍ 

◯兵庫県甲山森林公園 ◯阿寒国立公園（北海道） 


